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ニチバン株式会社のご紹介

テープ事業 メディカル事業

粘着技術を原点に2つの事業を展開しています

包装用テープ 塗装用テープ

農産・食品用テープ

救急絆創膏 はり薬

医療用テープ、ドレッシング
1918年に絆創膏メーカーとして創業
100年以上にわたり、キズケアに携わってきました
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『皮膚の損傷』 研修プログラム

【1】 皮ふの構造と働き

【2】 キズの種類と処置の方法

【3】 キズの治り方

【4】 キズの処置に用いる薬剤、衛生材料

【5】 家庭用創傷パッド（クラスⅡ）の使い方

【6】 『皮膚の損傷』 まとめ
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【1】 皮ふの構造と働き

・皮ふは表皮、真皮、皮下組織の3層構造となっています

・体を守るために様々な機能を持っています

・皮ふにキズができるとその機能が低下してしまうので
早急に治癒を進める必要があります
（適切な処置＋自然治癒）



皮ふの構造

① 表皮（厚さ：0.1-0.3mm）血流なし

・外部からの異物や水分蒸散を防ぐ「表皮細胞」

・紫外線から肌を守るメラニンを作る「色素細胞」

・免疫をつかさどる「ランゲルハンス細胞」（表皮の2-5%）

② 真皮 （厚さ：2-3mm）毛細血管あり

・2つの線維：コラーゲン（鉄骨）とエラスチン（ゴム）

・多くの水分を含む（ヒアルロン酸）

⇒肌に張りと弾力を与える

③ 皮下組織（皮下脂肪）血流あり

・体を守るクッション、体温維持
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①

②

③



①水分の喪失を防ぐ

・汗とは別に１日600gの水分が皮膚を通して蒸発（不感蒸泄）

②体温調節

・発汗と血流量を調節して一定の体温(36～37℃）を保つ

③微生物、化学物質の侵入、物理化学的な刺激から体を守る

・皮膚表面は酸性(pH=4.5-6.5)に維持され、常在菌以外は増殖できない

・粘膜とは異なり、化学物質や微生物が通り抜けしにくい

④感覚器としての役割

・センサー：触覚、痛覚、温度覚

皮ふは人体最大の臓器

・面積：約1.6㎡（畳1枚分） ・重さ：体重の約16％（約10kg)

皮ふの働き（守る、保つ、感じる）

=皮ふは体を守るよろい
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皮ふへのダメージの種類によってさまざまな創傷（キズ）があります

外力による損傷：

切創、擦過傷、刺傷、咬傷、裂傷・・・

物理・化学的なダメージによる組織変性：

熱傷、低温熱傷、凍傷、化学熱傷・・・

ここでは日常接する機会のある右のキズについて

家庭での処置 病院での処置
①切創 （切りキズ）
②擦過傷 （すりキズ
③刺傷 刺しキズ
④動物咬傷 かみつきキズ
⑤熱傷 やけど

【2】 キズの種類と処置の方法

の大まかな判断基準を説明します
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【目安】 家庭での処置が可能なキズの大きさ

通常サイズ(M)
22×13mm

超大判L
75×60mm

キズの大きさ、部位に合わせて
12サイズを取り揃えています

家庭用救急バンの最大サイズは75x60mm
⇒5-6cm程度のすりキズまで処置可能

大きなキズ、
小さくても深いキズ、異物が残ったキズは病院へ
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① 切創（切りキズ）

ガラス片や刃物など鋭利なもので切れた、いわゆる「切りキズ」
手足の切創では、比較的浅い層を走行する神経、血管、腱などの損傷を伴います
それらの損傷の有無を確認し、適切な処置を受ける必要があります

・キズが浅く、深くないもの
・自分で圧迫止血できるもの
（目安は5～15分）

・汚いモノ(錆びた刃物など)で切った、汚い場所で切った時
・キズが深く、出血が止まらない時
・キズに異物(砂利・ガラスなど)が取れない時
・感染を疑う時➡後述
・家庭で処置して数日経過しても良くならない時
(ほとんどのキズは7-10日で治ります)
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② 擦過傷（すりキズ）

・転んで路面や壁などでこすってできます。
服から出ている部分で飛び出したところ（膝、肘、手、頬、あご）などにできやすいキズです。

・比較的浅いことが多いですが、神経が皮膚の表面に多いためにヒリヒリと痛みます。
・こすれて傷口に砂やどろなどが入ると、膿（う）みやすかったりキズあとを残しやすかったりと
注意が必要です。

●すりキズができたら・・・まずは

・傷口の砂や泥などを水道水で洗い流しましょう

・石鹸でよく泡立てて洗うこともお勧めします。

・最近では、キズは乾かさずに治した方が早くきれいに治ると
言われています。

➡モイストヒーリング
詳しくは被覆材（ひふくざい）の項目でご説明します



12

② 擦過傷（すりキズ）

・市販の救急絆創膏、被覆材でカバーできない大きなキズ
・皮下組織に至る深いキズ
・砂やガラス片などの異物が取り除けないキズ

・市販の救急絆創膏、被覆材でカバーできるキズ
・浅く、止血できるキズ
・きれいに洗浄ができたキズ
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包丁、ナイフ、針、くぎ、箸、鉛筆、木の枝、竹などの鋭いものが刺さってできるキズです。
傷口は小さいですが、キズが深いことが特徴です。
刺さったものの一部が折れたり、土や砂などで汚染されたもの、さびた金属が刺さった時には、土砂
やさびが体の中に残って異物となります。

③ 刺傷（刺しキズ）

・浅い刺しキズ
・出血の少ないキズ
刺さったものを抜いて、傷口を水道水で洗う

・深い刺しキズ
刺さったものは無理に抜かず、
直ちに形成外科を受診してください。

刺しキズでは細菌感染がおこりやすいので、迷ったら形成外科へ
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④ 動物咬傷（かみつきキズ）

動物に咬まれることで起こるキズです。
咬まれたことで動物が口の中に持っていた細菌が体内に入ってきます。
イヌに咬まれた場合、4～20%で感染が起こると言われていますが、ネコに咬まれた場合、
さらに高く、60～80%という高確率で感染が起こりますので注意が必要です。
・・・ネコの場合、細く鋭い牙が深く突き刺さるためと考えられています。

応急処置として水道水でキズをよく洗い流して、できるだけ速やかに
形成外科を受診してください。

出血が多い場合は、強く押さえて、すぐに形成外科か、救急対応を
している病院を受診してください。

家庭でのセルフケアは禁忌です



深さ
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⑤ 熱傷（やけど）〔分類〕

Ⅰ度：表皮のみの損傷

真皮までの損傷
Ⅱ度（浅達性）

Ⅱ度（深達性）

Ⅲ度：皮下までの損傷

症状

紅斑・浮腫・ひりひり痛い

（日焼けもそのひとつ）

水疱形成あり。赤色

水疱形成あり。白色。強い痛み

白色、黄白色に変色

痛みを感じにくい

熱が到達し、ダメージを受けた深さで分類され、処置方法も異なります

判断に迷ったら皮膚科か形成外科へ



・まず流水で10～30分程度冷やす（冷やすことで熱傷が広がるのを防ぐ）

・水疱（水ぶくれ）は自分で取らない
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⑤ 熱傷（やけど）〔処置〕

・面積が小さい（水疱が1cm程度のもの）

・軽いもの（Ⅰ度：赤くひりひり

～Ⅱ度浅達性：水疱の下が赤いもの）

・受傷面積が広い

・深達性Ⅱ度～Ⅲ度（水疱の下が白、水疱が無く黄白）

・出血がある場合

・低温やけど（見た目よりダメージが深いため）
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全てのキズの処置で気をつけること・・・「細菌感染」による「化膿」

人間の皮ふが持つ自然治癒力によって傷のまわりに細菌が
存在しても感染は起こらず、傷は治って元の皮膚に戻ります。

ところが、傷口が汚れていたりすると、付着した異物や壊死し
た皮膚組織などから細菌感染して炎症を起こし、赤く腫れて
痛み、膿が出てきます。これが「化膿」です。

⇒キズが出来たら・・・まずは洗って異物を取り除くこと

いったん化膿すると、傷の治りが遅くなるばかりか、周辺の部
位に感染が広がったり、体の抵抗力が低下している場合は敗
血症など全身の疾患につながるおそれもあります。

〔感染の４兆候〕
発赤、腫れ、熱感、疼痛

「細菌感染」の兆候、「化膿」が見られたら病院で処置すること
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【3】 キズの治り方

● キズの 「深さ」 による治癒の違い

● 「創面環境」（乾燥・湿潤）による治癒の違い



表皮

真皮

皮下脂肪

体毛
毛穴

汗腺

皮ふの付属器官
（毛穴、汗腺）は
表皮の一部

↓
真皮層の中に

表皮の細胞が存在
する

キズの治り方には皮ふの構造が大きく関係します
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模式図化

【引用資料】
なついキズとやけどのクリニック

〔院長〕 夏井 睦● 「深さ」



肉 芽

表皮細胞が
遊離・増殖

●浅いキズの治り方
残った毛穴、汗腺から表皮細胞が増
殖して表皮を形成し、キズが治ります

●深いキズの治り方
欠損部分に※肉芽組織が形成された
のち、周囲から表皮細胞が増殖してキズ
が治ります
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キズの治り方・・深さで異なる

皮下脂肪

真皮

表皮 表皮

真皮

皮下脂肪

深いキズは病院での適切な処置が
必要です

面積が小さく、異物、感染兆候のない
浅いキズは家庭での処置が可能です

※肉芽とは、欠損している部分にできる新生組織で
毛細血管に富んだ結合組織です

【引用資料】
なついキズとやけどのクリニック

〔院長〕 夏井 睦

● 「深さ」



キズを乾かすとどうなるか？

×皮膚細胞は乾燥状態では
遊走・増殖できない

×真皮・肉芽組織は
乾燥すると壊死する

×毛穴まで壊死すると
表皮細胞がなくなる

×治る環境がととのわない

×治るきっかけがなくなる

ダブルパンチ
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【引用資料】
なついキズとやけどのクリニック

〔院長〕 夏井 睦

● 「創面環境」



環境による治癒の比較

皮膚
傷

細胞成長因子 細胞成長因子

傷

皮膚

モイストヒーリング（湿潤）
・創面に滲出液が保持される
・細胞成長因子が働き、細胞増殖が促進
➡治癒は促進する

創傷被覆材で覆う乾燥させる
（開放またはガーゼ）

ドライヒーリング（乾燥）
・滲出液は乾燥し細胞成長因子は機能せず
・創面は壊死する（かさぶた）
➡治癒は遅延する
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湿潤環境を維持するために
創傷被覆材、家庭用創傷パッド（ハイドロコロイド）を使います

【引用資料】
なついキズとやけどのクリニック

〔院長〕 夏井 睦

● 「創面環境」
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【4】 キズの処置に用いる薬剤、衛生材料

●薬剤（医薬品）
・消毒薬
・抗菌性物質製剤
・やけど、日焼けの処置に使う薬剤

●衛生材料（医療機器）
・救急絆創膏
・家庭用創傷パッド

「家庭でのキズケア」は消毒液、軟膏から
家庭用創傷パッドに変わりつつあります

キズの洗浄＋モイストヒーリング
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〔キズの処置に使う薬剤〕 ①消毒薬

●消毒用エタノール（日本薬局方 76.9～81.4vol%)
・手指や採血、注射穿刺部の消毒に使用する
・刺激が強いので直接創傷面にはしない
・脱脂作用が強いので手荒れに注意すること
・揮発性、引火性があるので火気に注意すること

●ポビドンヨード
・様々な病原性微生物に対して消毒効果が高く、刺激が少ない
・茶色く着色するので衣服や寝具、家具への付着に注意すること

●オキシドール
・発泡作用による洗浄効果が期待できる

以前は、消毒して、濡らさないようにガーゼをあてて・・と言った手当てが一般的でしたが、
最近では傷を清潔にし、乾かさないで治す「湿潤療法」（モイストヒーリング）がスタンダードになっています

【医薬品】
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〔参考〕 器具の消毒に使う薬剤

●グルタラール
・芽胞形成菌に対しても殺菌効果を発揮する
・内視鏡などの化学滅菌に使用する
・皮ふや粘膜への刺激が強いため取扱注意

●次亜塩素酸ナトリウム
・哺乳ビンやネブライザーなど器具の漬けおき消毒用
・ふき取り殺菌消毒用
・ノロウイルス対策（嘔吐物の処理など）
・金属腐食性、漂白作用がある

× 皮ふや創傷面には使用しない

【医薬品】



●コリスチン硫酸塩・バシトラシン 〔ドルマイシン軟膏〕
・2種類の抗生物質を配合し、キズや、やけどの二次感染
予防および治療に使用できる軟膏剤

●フラジオマイシン硫酸塩 配合 〔クロマイ-N軟膏〕
・3種類の抗菌物質を配合し、化膿をおさえる
※フラジオマイシン等のアミノグリコシド系抗生物質は長期連用により、
腎障害、難聴があらわれることがあります

●抗生物質+ステロイド性抗炎症剤配合 〔クロマイ-P軟膏〕
・2種類の抗生物質で化膿をおさえ、プレドニゾロンで炎症をおさえます。
※ステロイドには抗炎症作用の裏返しとして、微生物に対する抵抗力を弱める性質があるため

重いやけどや皮膚潰瘍、切り傷には不向きです。
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〔キズの処置に使う薬剤〕 ② 抗菌性物質製剤
【医薬品】
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〔やけど・日焼けの処置に使う薬剤〕

●亜鉛華軟膏、チンク油
主成分の酸化亜鉛には、患部を保護し、
炎症をやわらげる効果（収れん作用）があります。

●日本薬局方 オリブ油
皮膚・粘膜の保護剤として用いる。

●ヘパリン類似物質
保湿効果でキズ、やけどあとの皮ふのつっぱりを防ぎます

深い（水疱がある）、広範囲の熱傷は医師の診察を受けること

【医薬品】
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〔キズの処置に使う衛生材料〕

一般名 救急絆創膏 家庭用創傷パッド

構造

パッド素材 ガーゼ ハイドロコロイド

クラス分類 クラスⅠ（一般医療機器） クラスⅡ（管理医療機器）

使用目的
または効果

キズの「被覆」および「保護」
キズの「治療の促進」、「痛みの軽減」、

「湿潤環境の維持」、「保護」

販売 届出不要 医療機器販売業の届出

家庭でのキズ処置に使う材料には以下の2種類があります

【医療機器】

キズを早く、きれいに治すには「家庭用創傷パッド」が用いられます
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キズを早く治すには

乾かして、早く「かさぶた」をつくる
・乾燥すると表皮の再生は遅くなる
・「かさぶた」は異物となり、炎症、感染の原因になりやすい

異物を取り除き、乾燥を防ぐ 〔＝モイストヒーリング〕
・ハイドロコロイドが細胞増殖因子を含む滲出液を
創面に保持し、湿潤環境下で表皮の再生を促す
・異物となる「かさぶた」ができず、感染が起こりにくい

ガーゼしかなかった
時代の誤解

素材開発により可能と
なった新常識

ガーゼは吸収素材としては
優れていますが・・保持する
ことが出来ません
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キズを早く治すには 素材開発により可能と
なった新常識

モイストヒーリング（湿潤療法）で、キズを早くきれいに治す

キズは、キズぐちから出る透明な液体
＝「体液（浸出液）」の働きによって治っていきます

「治す力TM」シリーズはハイドロコロイドで
キズぐちをピタッと密閉し、キズぐちから出る
体液を吸収、保持します。

キズを治すのに適した潤った環境をつくり、
皮ふがきれいに再生するのを促します。
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【5】 家庭用創傷パッド（クラスⅡ）の使い方

「痛みを軽減」 し 「治癒を促進」 するためには

正しくお使いいただくことが大事です。

ここでは〔ケアリーヴ 治す力〕を例に、家庭用創傷パッドの

使い方、使用上の注意をご説明します

【医療機器】
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https://www.careleaves.com/naosu/

ここからは取扱説明書（添付文書）の内容を確認していきます
お客さまへの説明にお役立てください

https://www.careleaves.com/naosu/
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添付文書の説明-1添付文書は個箱に挿入されています。

ニチバンのHPからダウンロードすることもできます
（https://www.careleaves.com/naosu/#usage）

https://www.careleaves.com/naosu/#usage
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添付文書の説明-2

ケアリーヴ治す力は
モイストパッドと
高密度ウレタン不織布のテープから

構成されています

モイストパッド
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添付文書の説明-3

「治す力」は
7サイズ

「防水タイプ」は
9サイズ

キズの大きさに合わせて
お使いください
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添付文書の説明-4
添付文書の説明-5
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添付文書の説明-5
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添付文書の説明-6

感染の症状（膿、熱感、腫れ）が認められたら
医師に相談すること

糖尿病、血行障害、アレルギー体質の方は相談
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添付文書の説明-7

× 殺菌・消毒剤、軟膏、クリームとの併用

〇 キズぐちをよく洗ってから使う
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添付文書の説明-8

キズぐちが乾燥しない、
異物が入らない様に
密着させて貼ります
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添付文書の説明-9

貼りにくい指先には「指先用」
をお勧めします
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添付文書の説明-10

感染の症状（膿、熱感、腫れ）が認められたら
医師に相談すること

2～3日ごとに貼りかえ、キズを洗浄、観察します
⇒感染兆候がなければ新しいものに貼りかえます
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添付文書の説明-11

https://www.careleaves.com/naosu/

https://www.nichiban.co.jp/contact/#anc4疑問点は・・

ニチバンHPのFAQをご活用いただくか、
お客様相談室（電話・メール）に
お問い合わせください

https://www.careleaves.com/naosu/
https://www.nichiban.co.jp/contact/#anc4


まずは 止血 ⇒ 異物を洗い流して清潔に その上で判断します
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家庭での処置が可能なキズ

・止血が出来たもの ・異物が除去出来たもの

・面積が小さいもの ・深くないもの（真皮までの損傷）

医療機関での処置が必要なキズ

・受傷面積が広い

・出血がある場合

・感染リスクが高いもの（異物が取れない、咬創など）

・感染した場合（感染の4徴：発赤、腫れ、熱感、疼痛）

【6】 『皮膚の損傷』 まとめ



・ケアリーヴ 治す力 【ニチバン】

・ケアリーヴ 治す力防水 【ニチバン】

・キズパワーパッド 【ケンビュー】

・ネクスケア ハイドロコロイド 【3M】 などがあります

【効能・効果】

切りキズ、すりキズ、さしキズ、かきキズ、靴ずれ等の

創傷及び軽度の熱傷（やけど）の

「治癒促進」、「痛みの軽減」、「湿潤環境の維持」、「保護」

家庭用創傷パッド（クラスⅡ：管理医療機器）を使います
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「ハイドロコロイド絆創膏」、「創傷被覆材」 とも呼ばれます

湿潤療法（モイストヒーリング）のためのばんそうこうです

家庭での処置が可能なキズには
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キズの状態により、

「医療機関の受診」 か 「家庭での処置」 を選択します

「家庭での処置」の場合には適切な薬剤、衛生材料を
おすすめください。

本講座が参考になれば幸いです

ご清聴ありがとうございました



最後に

ケガのない生活が一番ですが、もしもの時には

・キズをよく洗い、清潔を保つこと
・お客様の要望に合った素材、サイズの絆創膏をご推奨下さい。

メーカーもお客様の快適な生活を支えるため、

日々研究開発を進めてまいります。

ご清聴ありがとうございました。
47
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身体をまもる大切な皮ふ

ここにダメージが加わる ⇒ 皮ふに損傷が生じる これが創傷（キズ）です

転ぶ 擦過傷（すりキズ）

キズができると自然治癒プロセスがスタートします

この自然治癒プロセスがよい形で進み、治癒に
至るにはキズの状態に応じたケアが必要です
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キズを早く治すには

乾かして、早く「かさぶた」をつくる（＝ドライヒーリング）
・乾燥すると表皮の再生は遅くなる
・「かさぶた」は異物となり、炎症、感染の原因になりやすい

乾燥を防ぐのに適した素材
がなかった時代の誤解



キズは乾燥させないと早く治る

➡自然治癒力を高める治療法：モイストヒーリング
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早い治癒

ドライ ドライモイスト モイスト

かさぶたが出来て
治癒が遅い

右目横のすり傷 左：開放し乾燥させる
右：フィルムで覆い、湿潤を保つ

【引用資料】
なついキズとやけどのクリニック

〔院長〕 夏井 睦

● 「創面環境」


